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市
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

●
問
合
せ
　
税
務
課
収
納
係
０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
・
介
護
保
険
係
０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
３

納
期
限

　
11
月
30
日

国
民
健
康
保
険
税
６
期(

旧
光
市)

・
５
期(

旧
大
和
町)

／
介
護
保
険
料
６
期

平
成
16
年
度
同
和
問
題
啓

発
推
進
強
調
旬
間

退
職
金
づ
く
り
は
中
退
共

で

海
技
免
状
お
よ
び
操
縦
免

許
証
の
更
新
に
つ
い
て

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ

金
電
話
相
談
会

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

The information
for your life

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か

中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制
度

　
新
市
市
税
条
例
施
行
に
伴
い
、

平
成
17
年
度
か
ら
市
県
民
税
・
固

定
資
産
税
の
「
全
期
前
納
報
奨
金

制
度
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
口
座
振
替
で
全
期
前

納
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様

へ
、
市
役
所
か
ら
「
市
税
の
全
期

前
納
報
奨
金
廃
止
に
よ
る
口
座
振

替
方
法
の
選
択
に
つ
い
て
」
の
通

知
を
今
月
中
旬
頃
に
郵
送
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
成
17
年
度
以

降
、
引
き
続
き
全
期
前
納
（
一
括

納
付
）
で
振
り
替
え
を
す
る
の

か
、
も
し
く
は
期
別
振
り
替
え
へ

変
更
す
る
の
か
、
利
用
者
の
意
思

確
認
を
行
う
も
の
で
す
。
通
知
文

重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介

護
料
支
給

書
に
回
答
書
を
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
さ

れ
、
お
手
数
で
す
が
市
役
所
税
務

課
収
納
係
、
大
和
支
所
ま
た
は
各

出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
市
役
所
税
務
課
収
納

係
０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０
　

内
線
２
６
０
・
２
６
１

●
日
時
・
会
場
　
11
月
16
日
　
13

時
30
分
〜
16
時
　
光
総
合
病
院

※
２
０
０
・
４
０
０
�
献
血

　
献
血
受
付
け
時
に
本
人
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
合
せ
　
あ
い
ぱ
ー
く
光
　
社

会
課
社
会
保
護
係
０
８
３
３(

７

４)

３
０
０
４
ま
た
は
山
口
県
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
０
８
３(

９
２

２)

８
０
０
１

　
県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を

有
す
る
中
小
企
業
で
働
く
従
業
員

の
た
め
の
制
度
で
す
。
月
々
わ
ず

か
な
掛
金
（
１
型
４
５
０
円
、
２

型
９
０
０
円
、
３
型
１
５
０
０

円
、
４
型
２
０
０
０
円
、
高
齢
者

型
４
５
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
５

０
０
円
）
で
、
死
亡
、
障
害
、
入

院
、
住
宅
災
害
等
の
事
態
に
対
し

て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、
さ
ら
に
結

婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・
中
・
高

校
入
学
祝
に
も
給
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
所
が
従
業
員
の
た

め
に
共
済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場

合
は
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
と

し
て
算
入
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
光
市
勤

労
福
祉
共
済
会
（
商
工
観
光
課

内
）
０
８
３
３(

７
２)

１
４
０
０

　
内
線
３
４
１
・
３
４
２

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
ご
存
知
で

す
か
？
中
退
共
制
度
は
、
中
小
企

業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
退
職

金
制
度
で
す
。

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
と
な
っ
て
い
ま
す
。
・ 

掛
金

の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
・

掛
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税
に
な

り
ま
す
。
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

方
は
、
通
常
の
従
業
員
よ
り
低
い

掛
金
で
加
入
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　
山
口
県
商
工
労
働
部

労
政
課
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
０
８
３(

９
２
２)

３
１
１
１

　
市
で
は
障
害
者
の
方
を
対
象

に
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
衛

生
指
導
を
行
い
ま
す
。
歯
に
関
し

て
困
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
に
ち
　
11
月
25
日

●
受
付
時
間
　
13
時
30
分
〜
14
時

30
分

●
場
所
　
あ
い
ぱ
ー
く
光
　
口
腔

保
健
室

●
内
容
　
歯
磨
き
指
導
・
歯
科

相
談

●
用
意
す
る
も
の
　
使
用
中
の
ハ

ブ
ラ
シ

●
申
し
込
み
・
問
合
せ
　
健
康
増

進
課
０
８
３
３(

７
４)

３
０
０
７

　
県
民
の
同
和
問
題
に
対
す
る
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
同
和

問
題
の
解
決
に
向
け
た
県
民
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た

め
、
全
県
的
に
各
種
啓
発
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
旬
間
を
、
皆
さ
ん
の
同
和

問
題
に
対
す
る
日
頃
の
考
え
や
行

動
を
再
認
識
す
る
機
会
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
期
間
　
11
月
11
日
〜
20
日

●
主
催
　
山
口
県
、
山
口
県
教
育

委
員
会

●
共
催
　
市
町
村
、
市
町
村
教
育

委
員
会

11
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
」
で
す
。

〜
青
少
年
の
安
全
を
ど
う
守
る
〜

　
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
非

常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
さ
ら

に
犯
罪
や
非
行
が
低
年
齢
化
し
て

い
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き
点
で

す
。
青
少
年
の
し
つ
け
等
は
や
は

り
家
庭
で
の
学
び
が
基
本
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
講
演
を
機
に
、
家
庭
・

地
域
の
底
力
を
上
げ
、
青
少
年
の

成
長
を
見
守
っ
て
行
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
20
日
13
時
30
分
〜

15
時

●
場
所
　
市
民
ホ
ー
ル
　
小
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　
無
料

●
講
師
　
小
倉
玄
照
氏
（
岡
山
県

成
興
寺
住
職
、
元
大
本
山
永
平
寺

講
師
）

●
演
題
　
非
行
と
家
庭

●
問
合
せ
　
人
権
推
進
課
０
８
３

３(

７
２)

１
４
０
０
　
内
線
３
２

７　
配
偶
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、
女
性
を
め

ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
た
助
言
と
相
談
を
行
い

ま
す
。

●
日
時
　
11
月
21
日
10
時
〜
17
時

●
電
話
番
号
　
０
８
３(

９
２
０)

１
３
１
１

●
問
合
せ
　
山
口
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
０
８
３(

９
２
０)

１
２

３
４

　
自
動
車
事
故
で
死
亡
、
ま
た
は

重
度
の
後
遺
障
害
と
な
っ
た
方
の

お
子
さ
ん
（
０
歳
か
ら
中
学
生
ま

で
）
に
対
し
て
「
無
利
子
」
の
育

成
資
金
を
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

●
貸
付
額
　
初
回
一
時
金
１
５
万

５
０
０
０
円
、
毎
月
２
万
円
、
入

学
一
時
金
４
万
４
０
０
０
円

●
貸
付
期
間
　
中
学
校
卒
業
ま
で

●
問
合
せ
　
独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
山
口
支
所
０
８

３(

９
２
４)

５
４
１
９

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊

髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷

し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
残
し
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要

な
方
に
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
金
額
　
常
時
介
護
が
必
要

な
方
／
５
万
８
５
７
０
円
〜
１
３

万
６
８
８
０
円（
月
額
）、随
時
介
護

が
必
要
な
方
／
２
万
９
２
９
０
〜

５
万
４
０
０
０
円（
月
額
）

●
問
合
せ
　
独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
山
口
支
所
０
８

３(

９
２
４)

５
４
１
９

　
10
月
25
日
号「
高
齢
者
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
」の
内
容

に
つ
い
て
、一
部
訂
正
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

光
総
合
病
院
備
考
欄

（
誤
）
月
・
水
・
金
の
み

　
　
　
　
　
←

（
正
）
月
・
木
・
金
の
み

●
問
合
せ
　
健
康
増
進
課
０
８
３

３(

７
４)

３
０
０
７

●
日
時
　
11
月
23
日
10
時
〜
16
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号
　
０
１
２

０-

９
６
９-

９
７
８

●
内
容
　
サ
ラ
金
業
者
、
ク
レ

犯
罪
・
非
行
防
止
を
考
え

る
つ
ど
い

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

暮
ら
し
の
情
報
ひ
ろ
ば

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
訂
正

ジ
ッ
ト
会
社
等
へ
の
返
済
や
住
宅

ロ
ー
ン
の
返
済
に
困
っ
て
い
る
債

務
者
の
方
に
、
法
的
手
続
の
紹
介

等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
山
口
県
司
法
書
士
会

周
南
支
部
０
８
３
３(

４
１)

０
７

５
４

　
海
技
免
状
お
よ
び
操
縦
免
許
証

は
そ
の
種
類
を
問
わ
ず
、
５
年
ご

と
に
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

更
新
期
間
内
に
更
新
申
請
を
行
わ

な
い
と
海
技
免
状
・
操
縦
免
許
証

は
失
効
し
、
失
効
再
交
付
手
続
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
更
新
期
間

は
、
有
効
期
間
満
了
日
の
１
年
前

か
ら
満
了
日
ま
で
の
１
年
間
が
更

新
期
間
で
す
。

●
問
合
せ
　
山
口
運
輸
支
局
（
徳

山
庁
舎
）
０
８
３
４(

２
１)

０
１

８
０

「
国
民
年
金
の
そ
こ
が
知
り
た

い
！
」
　
国
民
年
金
に
関
す
る
悩

み
を
解
消
し
、
安
心
し
て
老
後
を

向
か
え
る
た
め
に
、
国
民
年
金
を

1111111111
月
の

納
　
期

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸

付

く
ら
し
を
考
え
る
一
日
教
室

献
血
に
ご
協
力
を

口
座
振
替
で
市
税
の
全
期
前

納
を
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

障
害
者
口
腔
衛
生
指
導

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
特
設
電

話
相
談
日
開
設


